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ただL sは相続く.TnaS･S丑耳 の個数の最大値で. 〔･･〕はC-auss記号であるC
特に 1-喜好(b<a,a,bは互笹素な整数)な るときは
Q(- ,り - co"芯 )coも(芸 う≧ a
プア
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とな り ∠凪か/M>Q,(-,i)ならば､Mと丸空の配列に無関係にSPeCもral gap
が出来るO
これ に基準振動に関するBayleighの定理を用いると上のようなgapu().)




















配列を指定する量として､例えば額続くlヲ聖.siもe の maSーSが 誹㌧ Hi2㌦
･･･m(i)なる確率 fl匝川･mi2㌧･･,mlJ))が考えられるO 系の性質を完全にSPe-
cifyするE,tは十分大きい1のf,が必要であるカ亨､




なるGTeen函数 5,a.鞘 から導かれ る巨視的療理量をEを中心とする巾Fで
Lorentz 平均したものに対しては. Pに応じて teffectiveorderlen+･L
g馳'1(T3カ鳩 り- fi･(1>I,(i))の影響は無視し得るo振動数スペク トルを
Tなる振動数巾で平均化したものは正に上a)ような量であるので､ Tによって
は比較的shoTも TangeOTderがスペク トルの大勢をきめていることになる
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